
難病医療ネットワーク推進事業に係る研修会

医療機関の立場から小児レスパイト事業を考えるPart2

－医療的ケア児・重症心身障害児と家族をどう支えられるか－

令和3年2月15日～3月31日
（YouTubeで期間限定配信）

Web配信
事前申込の必要は

ありません

主 催：学校法人自治医科大学 自治医科大学附属病院
栃木県難病診療連携拠点病院

窓 口：自治医科大学附属病院 患者サポートセンター
TEL: 0285-58-7107 FAX: 0285-44-5397

はじめに 自治医科大学とちぎ子ども医療センター 副センター長 小坂 仁

◇ 講 演
① 難病対策に関する行政政策
栃木県保健福祉部健康増進課難病対策担当 主 任 野原 恵

② 医療的ケア児等に関する行政政策
栃木県保健福祉部障害福祉課企画推進担当地域生活支援チーム

副主幹 長野泰恵
◇ 実践報告
① 当院におけるレスパイトの経験から
芳賀赤十字病院院長補佐兼小児科主任部長 菊池 豊

② レスパイト、どうやったらうまくいく？
佐野厚生総合病院小児科部長 吉田 真

③ 日々の暮らしとレスパイト
社会福祉法人同愛会 相談支援専門員 手塚 希

◇ パネルディスカッション
座 長 小坂 仁
パネリスト 野原 恵、長野 泰恵、菊池 豊、吉田 真、手塚 希

◇ まとめ 自治医科大学リハビリテーションセンター 准教授 森田光哉


	スライド番号 1

